
位置

色彩

素材
経年変化による退色や汚損しにくい素材を用いる（自然
素材は除く）

□配慮した　□該当なし

外観は、周辺のまちなみや建築物と調和した色彩とす
る（マンセル値による数値基準に適合する）

□配慮した　□該当なし

周囲のまちなみや山なみ、樹木、海等の自然資源等の
状況を十分に把握し、良好な景観の連続性やまとまり
を損ねないように努める

□配慮した　□該当なし

景観形成基準に基づき景観上配慮した事項のチェックシート【工作物（太陽光発電設備除く）】

該当するものにをしてください。

項目 景観形成基準 適合チェック 具体的な配慮・工夫の内容又は配慮しなかった場合の理由

建築物と一体的に建設する場合は、建築物本体の形態
や意匠との調和を図る

□配慮した　□該当なし
形態

（擁壁・柵・
塀等のみ）

擁壁は、威圧感や圧迫感を軽減するよう、その形態や
緑化を工夫するように努める

□配慮した　□該当なし

道路などに面する柵等の施設は、周囲のまちなみと調
和するような形態とし、圧迫感のないものとするよう
に努める

□配慮した　□該当なし


